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会長挨拶

大房君、岡君、杉山（順）君、鈴木君、望月君

前々回

今　回

出席総数 出  席  率 メークアップ 修正出席率

会員総数

あなたが見えなくて残念でした。欠 席 者

32/34　　 　　94.12%　　　　　33/34　　 　　97.06%

30/35　　 　　85.71%　　　　　　　　  　　　　　　35名

司会：石井和郎君　指揮：山本　章君

幹事 山田定男君

幹事報告

4月15～16日にかけて、東日本大震災復興委員会

の呼びかけで、14名で大槌町へ行ってまいりまし

た。

本日、三島西ＲＣの記念式典に参加された会員の

皆様、ご苦労様でした。

１．

２．

会員誕生日

４月16日　小林　勝君入会記念日

会員誕生日

親睦委員会 　杉山順一君

３月18日  日曜日  家族会を行います。

内容は、伊豆長岡温泉の周辺を散策しながら源氏山  

七福神巡りスタンプラリーをしたいと考えています。

散策終了後、ニュー八景園で天空風呂（温泉）で富

士山の絶景を眺めて頂く内容になっています。

つきましては、次回、次々回に出欠席の確認をさせ

て頂きたくお願い申し上げます。

多くのご参加心よりお待ち申し上げます。

委員会報告
杉山順一君

せせらぎ三島ロータリークラブ 検 索

ら約2時間半・途中釜石を通り震災の状況を見ました

が、一年以上経った今でも街の中には、建物はなく

基礎だけの状態であったり、又１階部分が何もなく

ブルーシートでおおいかぶしてある建物、津波が川

をさかのぼり駅前まで襲ってきた凄まじさがわかり

ました。そして両石町の漁村に入ると街がほぼ壊滅

状態になっており建物の基礎部分だけと悲惨な状態

のままでした。国道４５線を通り古廟トンネルをぬ

け大槌町に入ると建物の基礎だけが残っている平地、

そして海岸近くに立っているコンクリートの柱（お

そらくＪＲ山田線の陸橋の柱だと思う）そして街の

なかを走ると１階２階部分が波にさらわれ廃墟とな

った「ふれあいセンター」そしてその周りには何も

ない、あるのは建物の基礎だけの街，地震で出た火

事で焼けた大槌小学校の前を通り待ちあわせの中央

公民館につきました。

　大槌ロータリーの岩崎さんとパスト会長の佐々木

さんと挨拶を交わし市職員の佐々木さんに、大槌町

の状況を聞きました。１年たった今でも街の復興計

画は決まらず１６０００人いた人口も１３０００人

に減り、今一番困っているのは、住民が仕事をする

場所もなく、このままでは人口は減る一方になるの

ではないか、街はお盆に墓参りに来る人達の町だけ

になってしまうその事が一番心配であると言ってお

りました。その中で佐々木さんの仕事で教育委員会

の事務局又図書館長という立場で今、移動図書館を

作り子供達に本を貸しだしている。全国から図書を

贈ってもらい子供達に色々な本を読んでもらい知識

石井政一君（伊豆中央ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

理事会報告

出席者　渡邊　山田　片野　西原　矢岸　山口(辰）

　　　　太田　中山　根津　山本(良）　山本（章）　

　　　　山口（雅）　石井（司）

①タイへの義援金の件

　会員各位からの義援金について、理事会全員了承す

　る。金額は1000円をお願いする。又、国際奉仕の予算

　をプラスすることも承認する。

②遠藤会員の件

　スポンサーの石井（司）・鈴木（政）両氏が連絡を取る。

第５回理事・役員会議事録

東日本震災被災地訪問報告

　本日は、先日訪問しました

岩手県大槌町の報告をさせて

いただきます。

 4月15日・16日に当クラブの

会員14名で訪問いたしました。

　16日に宿泊先の花巻温泉か

と見識を拡げ、将来に希望を持ってもらいたいと言

っておりました。

　我々ロータリーが何をお手伝い出来るか、この辺

にヒントがあるのではないかと思います。そして今

回色々と段取りをしてくださいました大槌ロータリ

ーの皆さんと一緒に出来る事を考えていきたいと思

います。

　バスの中で震災前の大槌町のパンフレットを貰い

ました「おおつちの海と大地の物語」大変きれいな

海そして街・おいしそうな海産物の写真が載ってお

りました。いまの現状とのギャップに大変ショック

を受けました。しかし佐々木課長さんと話している

最中に１２時をつげるチャイムがなりました、その

チャイムの中から大槌町の海に浮かぶ蓬莱島（NHK

テレビで放送していたひょこりひょうたん島）のテ

ーマソングが流れてきました

　その歌の歌詞に［苦しい時もあるもんさ、悔しい

時もあるもんさ、だけど僕らはくじけない泣くのは

いやだ笑っちゃえ、進め進めひょこりひょうたん島］

まさしく今の大槌町の人達の気持ではないかと思い

ました。このひょうたん島は中心に必ず以前より美

しい街になる事を信じます。そして大槌町町民憲章に

一・自然を愛し、自然を大切にしましょう　

一・産業を興し、豊かな街を作りましょう

一・健康で、きまりある生活をしましょう

一・香り高い,郷土の文化を育てましょう

一・安全で、住みよいまちをつくりましょう

とあります。この復興に私たちロータリーも少しで

も協力したいと思いました。



次 回 例 会

３月13日（土）（12日の振替）

植林事業

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

日本一コロッケを企画した三島商工会議所青年部
内田聡会長に協賛金を渡す

さまざまな募金活動で

　　「2億ドルのチャレンジ」を後押し

卓話
委員長　兼子悦三君

　去る４月15日、16日の両日、復興委員会のメンバー14

名で岩手県大槌町を訪問して参りました。概略については、

会長より話があた通りですので、先方との会話についてご

報告致します。

　今後の支援について先方との話し合いは今後の問題と

して、まず先方に何か要請があるか聞いた処、各小学校、

中学校に辞典類が不足しているとのことでした。中古でも

新刊でも良いということでした。当方としても青少年育成

に関する援助をしたいとの希望でしたので、この件につい

ては帰省後速やかに打ち合わせの上結論を出したいと

の回答を致しました。又、当クラブが行っている“３年後の

自分への手紙”事業について大変興味を示されていたの

で、この応援も希望があれば進行したいと申し出て来まし

た。

　大槌ロータリーは現在10名のメンバーで運営していて、

前会長の佐々木パスト会長と岩崎会員及び大槌町の教

育委員会の佐々木健氏が出席致しました。現会長の道

又氏は開業医の為、欠席致しました。

　大槌町は町の90％以上が津波で破壊されていまして、

目を覆う惨状でした。

　以上、簡単ですが報告致します。

リレー卓話

卓話山口辰哉君：大槌町訪問、お疲れ様でした。皆様には大

変お世話になりました。大槌町の生涯学習課長佐々木

さんの話に、我々に何ができるのかを考えさせる言葉

が多々ありました。

災害復興委員会：被災地の現状を把握するために大槌

町へ訪問して参りました。14名の訪問団ひとりひとり

が生の声で多くの人に伝播していく必要があります。

共に頑張りましょう。訪問残金スマイルします。

兼子悦三君：先日、15．16日、東北の震災復興の現地に

総勢14名で行ってきました。無事帰ってきましたので

スマイル致します。

石井邦夫君：澤田さんが3月26日付日経ビジネスで一

面に掲載されていました。又、4月17日テレビ東京ＷＢ

Ｓにて澤田さんが登場しておりました。当ロータリー

の誇りです。

久保栄子君：本日、早退させていただきます。

スマイルボックス

石井政一君（伊豆中央ＲＣ）

ようこそせせらぎ三島
ロータリークラブへ

幹事 山田定男君

幹事報告

4月15～16日にかけて、東日本大震災復興委員会

の呼びかけで、14名で大槌町へ行ってまいりまし

た。

本日、三島西ＲＣの記念式典に参加された会員の

皆様、ご苦労様でした。

１．

２．

東北震災復興委員会報告 ＴＲＩＵＭＦ研究所（素粒子・核物理研究を行うカナダの

国立研究所）の研究員、藤原真琴さんは、元ロータリー

国際親善奨学生です。藤原さんは、国際共同研究チー

ムとともに、反物質の謎を解明へと導く画期的な発見

をしました。 

ビッグバン理論によると、宇宙の誕生時、物質と反物質

は同等量生み出されましたが、反物質だけが、事実上

すべて消滅しました。この不可解な現象の理由は、科

学でも説明されていません。

2002年、藤原さんのチームは、研究所内で反物質の原

子を人工的に生成することに成功。さらに2010年には、

史上初めて、反物質を閉じ込めるという快挙を成し遂

げました。物質と反物質は、衝突すると互いに消滅す

る（対消滅する）性質があるため、今回の成功には大き

な意味があります。「なぜ反物質だけが消滅したのか」。

その理由を探るために、反物質を閉じ込め、じっくりと

時間をかけて物質と反物質の違いを観察することが

できます。

1992-93年度、藤原さんは、山梨県の甲府南ロータリー・

クラブの推薦で、ロータリー奨学生としてバンクーバ

ーに留学しました。「これからは、閉じ込めた反物質を

使って、もっといろいろな実験ができる」と藤原さんは

話します。

ＲＯＴＡＲＹ　ＮＥＷＳ

元奨学生が物理学上の画期的な発見に貢献   


